
おもて

 

　

 

お問合せ・申込先：信濃川大河津資料館友の会　事務局
　　　 〒959-0123 新潟県燕市大川津1215－7
　　　☎090-1996-1256（斎藤）Fax:0256-97-3682
主催：NPO法人　信濃川大河津資料館友の会
後援：国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所、燕市、新潟日報社
協賛：にいがた川の会

※本講演会は㈶河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けています。
　　　　※本講演会は土木学会CPD認定プログラムです。

 

2012.

11.11 日

場　所： 燕市分水公民館
燕市分水新町２丁目５－１　☎0256-97-2703

参加費： 入場無料

　

【講演会プログラム】
13：45　開　場
14：25　開　会
14：30　来賓挨拶
14：40　講　演
「大河津資料館友の会の目指すもの：大河津分水と信濃川の流域を支える」
　　　　早川典生（特定非営利活動法人 信濃川大河津資料館友の会 理事長）
15：00　講　演
「水危機　ほんとうの話」
　　　　沖　大幹氏（東京大学生産技術研究所 教授）
16：30　アトラクション（中之島銭太鼓・大川津神楽）
17：30　閉　会

水研究の第一人者が、水の誤解や思い込みを正す！

14:25 -  17:30

特定非営利活動法人　信濃川大河津資料館友の会

ほ
ん
と
う
の
話

大河津分水講演会 2012
―地域と考える信濃川・大河津分水の恵みとその将来―

写真提供者：樋口　勲



 
 

 

　

大河津分水講演会 2012

●趣旨：
本講演会は地球規模の気候変動が水問題に与える影響について広く周知を図り、もって
信濃川と大河津分水が、地域の発展と安全の要であるという認識を、広く流域住民が共有
するために行うものである。

●日時：2012年11月11日（日）14：25～17：30
●会場：燕市分水公民館
　新潟県燕市分水新町2-5-1　☎0256-97-2703
●参加費：無料
●プログラム：
13：45　開　場
14：25　開　会　早川　典生（特定非営利活動法人　信濃川大河津資料館友の会理事長）
14：30　来賓挨拶　国土交通省信濃川河川事務所長　常山修治氏、燕市長　鈴木　力氏
14：40　「大河津資料館友の会の目指すもの：大河津分水と信濃川の流域を支える」
　　　　　　早川　典生（特定非営利活動法人　信濃川大河津資料館友の会　理事長）
15：00　「水危機　ほんとうの話」
　　　　　　沖　大幹氏（東京大学生産技術研究所　教授）
16：30　休憩、アトラクション（中之島銭太鼓・大川津神楽）
17：30　閉　会　小林　清（特定非営利活動法人　信濃川大河津資料館友の会副理事長）
●主催：NPO法人　信濃川大河津資料館友の会
●後援：国土交通省北陸地方整備局信濃川河川事務所、燕市、新潟日報社
●協賛：にいがた川の会
※本講演会は㈶河川環境管理財団の河川整備基金の助成を受けています。

　　　※本講演会は土木学会CPD認定プログラムです。

特定非営利活動法人　信濃川大河津資料館友の会

大河津分水講演会　2012　参加申込書　 FAX送信先：0256-97-3682

●ご連絡担当者：

●勤務先・所属団体：

●ご連絡先住所：

ＴＥＬ： ＦＡＸ：

メールアドレス：

●参加者名：

※ご記入いただきました内容につきましては、「大河津分水講演会　２０１２」のために使用するもので、それ以外には使用いたしません。

―地域と考える信濃川・大河津分水の恵みとその将来―

●申込方法： 参加を希望される方は、下記必要事項をご記入の上、郵送又はファックスでお送り下さい。

①　郵送でのお申込み

〒959-0123　新潟県燕市大川津1215-7　「信濃川大河津資料館友の会 事務局」宛て

②　ファックスでのお申込み

FAX番号0256（97）3682へご送信ください。

2011年11月9日（金）まで

〒959-0123　新潟県燕市大川津1215-7　信濃川大河津資料館友の会　事務局
TEL:090-1996-1256（斎藤）  FAX:0256（97）3682　E-ﾒｰﾙ ：ohkouzu_tomonokai@yahoo.co.jp

●申込締切：

●問合せ先：

〒

講師紹介：
沖　大幹 （オキ・タイカン）

1964年東京生まれ、兵庫県西宮育ち。
2006年より東京大学生産技術研究所
教授。
水文学（すいもんがく）、特に気候変動とグ
ローバルな水循環、バーチャルウォー
ター貿易を考慮した世界の水資源評
価などが専門。気候変動に関する政府
間パネル（ＩＰＣＣ）第5次評価報告
書統括執筆責任者、国土審議会委員
ほかを務める。第16回生態学琵琶湖
賞、第18回日経地球環境技術賞、第4
回日本学士院学術奨励賞・日本学術
振興会賞など表彰多数。
著書「水危機　本当の話」新潮社。
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